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　 自
治
委
段
階
で
決
議

全学連
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教
養
部

「全
学
連
」
加
盟
決
定

十
二
月
自
治
委
改
選
後
二
展
目
の
教

養
自
治
委
員
会
が
尚
北
餌
で
行
な
わ
れ

た
結
果
、
民
肖
「全
学
連
」
加
盟淋
決

議
さ
れ
、
京
大
教
餐
自
治
会
は
「全
学

連
」
の
下
に
自
治
会
活
動
を
推
進
U
て

い
く
こ
と
に
な
った
。

民
當
系
自
治
会
の
み
に
よ
る
全
学
連

は
、
一昨
年
十
二
月
に
他
に
、
他
潮

流
の
激
し
い
批
判
の
中
で
作
り
あ
げ

ら
れ
、
以
後
、
勢
力
を
次
第
に
全
国

各
大
学
自
治
会
に
浸
透
さ
せ
っ
っ
あ

った
が
、
昨
年
六
月
と
十
二
月
の
京

大
選
挙
に
お
け
る
反
日
共
系
潮
流
の

敗
北
で
昆
母
系
全
学
連
が
ほ
ぼ
全
国

学
生
運
動
を
手
甲
に
お
さ
め
た
形
に

な
った
。
加
盟
決
議
は
賛
成
七
一

票
、
反
対
零
票
、
保
留
十
七
票
、
棄

榴
九
票
で
成
立
し
た
。

当
日
は
、
反
日
共
暴
潮
流
の
国
鉄
運
賀

値
ト
反
対
闘
争
日
で
あ
っ
た
た
め
、
大

き
な
論
争
も
な
さ
れ
ず
民
曹
系
自
治
委

員
に
よ
る
一方
的
ペ
ー
ス
で
議
事
が
行

な
わ
れ
、
一部
学
生
か
ら
は
ク
ラ
ス
段

階
で
の
訂議
ぬ
き
の
決
畿
は
無
意
妹
だ

と
の
声
も
あ
った
。

現
在
、
反
日
共
系
潮
流
が
主
導
構
を

擬
る
再
建
東
以都
学
連
は
、
依
然
反
民

齎
、反
日
共
の
強
固
な
基
盤
を
も
っ
て

存
吾
し
て
お
り
、
東
京
、
京
都
を
紬
ぷ

全
国
学
生
運
動
枢
軸
が
崩
壊
し
た
こ
と

で
、
全
国
掌
生
運
動
は
か
な
り
困
難
な

様
相
を
呈
し
始
め
て
き
て
い
る
と
も
見

ら
れ
て
い
る
が
、
東
大
教
養
学
部
(駒

場
)
で
は
、
反
民
青
系
醐
流
が
統
一戦

線
を
組
め
ば
民
育
を
破
る
可
能
性
が
あ

る
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
東
京
を
甲

心に
ど
のよ
う
な煙
勤
を
展
開
し
て
い

く
か
が
、
反
民
祠系
旨
醐流
に
課
さ
れ
こ

ら
れて
いる
当
圓
の課
題
と
さ
れ
て
い

る
も
よ
うで
あ
る。

教
養
部
国治
会
が
再
嬉
「全

圃学連
」
に加
盟
し
た
こ
と
で
、

京
大
学
生
運
動
の
主
動
権
は
ほ

ぼ
ロ共
11民
甫
に
移
行レ
た
と
見
ら
れ

る
。安
保
闘
争
を経
過
す
る
中
で
、
日

共11
蔚
衛
補
詣
が
崩
壊
し
、
反
ス
タ
ー

リ
ズ
ム
諸醐
流
が
台
頭
化
す
る
に
及
ん

だ
そ
の
思想
的
背
景
や
情
勢
分
析
を
ぬ

き
に
して
、
ひ
た
す
ら
自
己
の
組
織
防

衛
と
覚拡
大
に活
路
を
見
出
し
て
い
る

日
共
が
痛
養
の念
を
以
て
、
再
び
学
生

運
動
に
介入
し
始
め
た
の
は
、
安
保
全

学
連
を
分
解、
崩
壊
せ
し
め
た
全
自
連

結
成
の時
点
に
あ
った
。
日
共
系
学
生

を
甲
心
に結
成
さ
れ
た
全
良
連
は
後
に

平
民
掌連
と
な
り
、
一ユ十
九
年
十
二

月
、
日共
路
線
に
よ
る
「全
学
連
」
を

名
のる
に到
って
い
る
。
安
裸
闘
争
に

学
んだ
日共
は
、
民
主
膏
年
同
盟
(日

共
を
指
艶
と
す
る
)
を
媒
介
に
、
学

生運
動
と
寛と
を
緬
ぷ
パ
イ
プ
と
し
、

ま
た
民甫
で沽
動
家
を
プ
ー
ル
し
、
日

共
路
線
に
思実
な
宮
員
を
饗
成
す
る
目

的
を
も持
っ
て
い
る
と
も
見
ら
れ
て

る
,現
在
京大
で
軌
一派
と
名
な
る
部

分
は、
民
甫
、
も
し
く
は
そ
れ
に
指
導

さ
れ
るサ
ーク
ル
活
勤
家
に
よ
って
構

成
さ
れて
お
り
、
他
の反
日
共
系
潮
流

の
活
動家
裁と
く
ら
へて
も
相
当
な
落
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産
を
掬
って
い
た
。

民
甫
系
「全
学
連
」
の
閲
題
点
は
、

第
一に
安
保
闘
争
に
お
け
る
全
学
建

活
動
の
総
括
第
二
に
全
学
連
大
会
の

継
承
関
餓
第
三
に
代
議
鼠
貸
格
問
題

な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
っ
い
て

嗣般
学
生
大
衆
が
確
誘
に
至
ら
ぬ
段

階
で
、
「全
学
連
が
再
建
さ
れ
た
」

誌
醜
離
砺
鱗
竺

ク
ス
主
義
学
生
同
盟
(革命
的
マ
ル

ク
ス
主
零

反
日
共
系
)
の
全
学

連
は
、
早
大
】文
等
を
甲
心
に
、
歴

史
的
止
統
性
を
自謙
す
る
こ
と
に
よ

って
そ
の
全
学
連
が
全
国
的
組
織
で

な
い
こ
とを
認
め
て
い
る
。

昨
年
十
二
月
民
胃
系
自治
会
に
よ
る

京
都
府
学
連
が
作
ら
れ
、
民
肖
「全
学

連
」
ー
「娘
都
府
学
迷
」
が
形
態
的
に

は
整
い
、
日
共
路
線
に
よ
る
学
生
還
動

が
推
進
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
京

都
で
の
反
口
共
系
各
派
と
民
肖
系
に
よ

る
闘
争
次
元
で
の
分
裂
は
、
昭和
三七

八
年
八
月
二
古

第
+
高
日
蒙

都

府
委
鎖
会
総
会
で
「②
京
郡
府掌
迷
統

一行
動
は
、
こ
れ
が
反
共分
裂
の挑
発

行
動
で
あ
り
、
党
は大
衆
的
に
こ
れを

ボ
イ
コ
ソ
ト
し
、
[切
の
集会
とデ
モ

は
御
破
し
、
崩
製
さ
せる
」
と
の決
定

を
レ
た
こ
と
に
よ
っ
て
いる
。
以
後
京

大
で
も
二
っ
の
集会
二
つ
のデ
モ
が統

け
ら
れ
て
き
た
。
現
在
、
全国
の
学
生

運
動
が
民
酎
全
学
連
に
寧
握
さ
れ
つ
つ

あ
る
こ
と
は
事実
で
(現
在
民青
全
学

連
に
加
盟
し
て
い
る
自
治
会
は
百
六
十

七
目
治
会
)
し
か
し
彼
等
が
「各
自
治

会
が
侮
々
脈
と
い
う
こ
と
で
芭
別
さ
れ

る
の
は
お
か
し
い
。自
治
会
は
皆
な

も
の
で
す
」
と
飴
る
時、
し
かし
自
派

以
外
の
主
張
を
認め
ず
ま
た
釘
論
の

場
を
保
証
レ
な
い
。
(四十
年
六月
九

日
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
闘
争
の京
大
集会
円

山
集
爽

十
一月
九
日
日韓
闘
争
にお

け
る
果
京
・明
治
公
園
に
見
ら
れる
反

日
共
系
学
生
を
ピケ
を
張
っ
て墨
力的

に
締
め
出す
と
い
っ
た
例
)
こ
とは
、

民
主
的
な
るも
の
の
形
骸
だけ
を
唱
え

て
いる
にす
ぎず
、彼
等
の活
動
方
針

に
基ず
く
と
は
いえ
、
セ
ク
ト
的
な
我

現
を
奴
ら
ざら
る
を
褐
な
くな
って
き

て
いる
。
金
屍
の教
養
自
治
会
で
の
加

盟決
議も
反
日共
系
諸
潮
流
の
大
阪
駅

闘
争
臼
に行
な
わ
れ
て
お
り
、-闘
争
日

と
国
絵
委
員
会開
催
日
を
璽
ね
た
政
治

的
配
嵐
があ
った
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。
東
大
教
養
学
鄙
自
治
会
で
は
加
盟

問
題
で
は
、
代
議
員
大
会
で
決
定
す
る

と
い
う
こ
と
で
流
会
し
て
い
る
。
京
大

の
堺部
ク
ツ
ス
で
は
大
衆
討
議
を
せ
よ

と
の
決
職
を
と
って
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
全
学
連
間
題
の
大
衆
的
討
議
が
嬰

賄
さ
れ
て
い
る
。

験
定
員
減
で
募
集
実
施

募
集
停
止
要
求
を
無
視

昨年
6月
募
集
厚
止
で
問
題
に
な
って

い
た工
業
教
員
養
成
所
引
年
度
入
学
生

は
、
双大
が
文
部
街
に
対
し
引
年
度
募

集
零
を
要
望
し
た
に
も
か
か
わ
ら
す
、

省
か
ら
の
要
謂
で
例
年
の
半
数
、
各
科

20
名
計
60
名
の
募
集
が
行
な
わ
れ
る
。

ま
た
猷
験
日
も
例
年
の
二
期
校
と
同
時

か
ら
.
三月
二
十
八
、
九
日
に
ず
ら
し

た
。
こ
の
た
め
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
と
合
ま

って
、
願
普
交
付
以
来
一カ
月
て
概
に

一六
〇
〇
房

引
合
い
墓

⑫

例
年

受
付
け
前
の
五
〇
〇
〇
通
と
比
べ
、
競

争
躍
の
増
犬
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

一部
で
は
こ
の
よ
う
に
志
願
者
が
殺

到
し
て
も
、
就
職
先
が
な
く
定
負
を
減

ら
し
た
い
き
さ
つ
も
あ
り
、
ま
た
現
三

回
生
も
一月
末
現
在
半
数
し
か
就
職
が

決
疋
し
て
い
な
桟

入
学
生
の
行
先
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
工
数
の
要
項
は
次
の
通
り
て

寄
宿
料
徴
収
は
実
施

十
七
目古
田景
熊野
寮
生
は
、
学
生

部
長
と
会見
し
、
「負
担
区
分
方
式
」

に関
す
る
話
合
を
行
った
が
、
西
尾
字

生部
長
は
「あ
く
ま
で
、
冨
宿
料
三魯

円
は徴
収
す
る
」
と
冨
明
し
、
会
試
は

決
裂
し
た
。

こ
の日
三時
か
ら
学
生
部
会
議
璽
に

お
いて
、
祭
生
約
五
十
人
が
「十
二

月
二十
七
日
の
確
約
破
棄
に
対
す
る

責
任
を
明
ら
か
に
せ
よ
」
「負
担
区

分
方
式
実
施
反
対
」
を
要
求
し
沈
が

部
長
は
「学
生
襲
ア員
会
は
、
帯
裕

料
に
つ
い
て
学
生
と
話
し
合
う
必
要

な
し
」
「省
令
は
あ
く
ま
でも
守る
」

「得
宿
料
支
払
蟹
促
状
発
送
は
字
生

部
で
は
止
め
ら
れ
ぬ
」
「二
十
七
目

の
確
約
は
破
棄
す
る
」
な
ど
全
面
的

に
漿
生
と
見
解
を
異
に
し
た
。

こ
れ
に
対
し
祭
生
は
、
「寄
宿
料
を

含
め
た
交
渉
は
前
期
学
出蔀
長
い
ら
い

続
け
て
い
る
が
、
現
学
生
部
畏
の
言
集

は
一方
的
に
交
渉
の
前
提
を
破
壊
す
る

も
のだ
」
「省
令
に
対
し
て
絶
対
服
従

学
生

β立口長

寮
団
交
、結
局
物
別
れ

サ

す
る
こ
と
は
、
学
生
部
で
、
文
部
省
の

政
策
執
行
冒
更
と
な
って
い
る
こ
と
を

武
明
す
る
も
の
だ
」
「ド
ン
ブ
リ
勘
足

11
水
光
費
と
炊
夫
公
務
員
化
の
交
換

は
、
厚
生
生
活
に
お
け
る
根
本
的
解
決

に
は
な
ら
な
い
、
狩
に
、
水
光
費
、
將

猶
料
が
堤
在
の
物
価
高
償
ゆ
中
で
上
が

れ
ば
大
き
な
影
響
を
も
つ
」
「負
坦
区

分
方
式
雨
用
は
、
O
智
規
定
実
施
の
な

し
曳ず
し
的
実
施
で
あ
る
」
と
し
て
、

磯
約
を
ザ
0こ
と
を
嬰
求
し
た
が
、
両

背
の
見
解
は
対
立
し
た
ま
ま
話
合
は
中

断
し
た
。

結
周
宰
生
部
長
は
「寮
生
の
州
禍
質

を
現
在
以
上
あ
げ
な
い
こ
と
に
向
け

て
努
力
す
る
」
と
以
前
か
ら
の
交
渉

の
前
提
を
実
行
す
る
と
し
て
「京
大

方
盛

を
提
案
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
水
光
費
と
交
換
栄
件

と
し
て
の
炊
夫
公
務
員
化
を
、
切
り

離
し
て
、
箒
宿料
と
交換
に
す
る
と

い
う
も
の
だ
が
、
漿
生は
「ど
ち
ら

も
本
質
は
同
じも
の
で、
別
に新
提

案
と
し
て、
わ
れわ
れ
の要
求
を
汲

ん
だ
も
の
で
はな
い」
とし
て
これ

を
拒
西
、
両
者は
最
後
ま
で
一蚊
点

の
75
い
まま
七
時半
解
散
し
た
。

あ
る
。

▽
願
甚
受
付
1ー
二
月
十
二
日
～
二
十

二
目

△
試
験
日
胴
三
巨
二
十
八
・
九
両
日

▽
試
験
科
目
睦
外国
語、
数
学
、
理
科

二
料
目
(物
理
、.化
学
必
須
)
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雪
の
中
、満
員
の
最
終
講
義

既
報
の
よ
う
に
文
学
那
て
は倫
理
掌
の

島
芳
夫
教
授
、
西
洋
中
世
哲掌
史
の高

田
三
郎
教
授
の
退
冒
講
醗
が行
な
わ
れ

た
.二

十
日
、
三
時
か
ら
文
学部
第
一講

義
室
に
学
生
な
ど
一五
〇
人
ほ
ど
を

集
め
て
「自
由
、運
命、
摂
理
」
と

題
す
る
島
教
授
の
最
終講
義
が
ま
ず

行
な
わ
れ
た
。白
髪
長
身
の教
授
は

楓
人
の
自
由
には
道
穂
法
に
対
す
る

社
会
的
責
任
か付
随
す
へき
で、
そ

の
人
間
の
行
為を
場
所
と
空
体
の
総

合
と
見
て
、運
命
の考
え
を
出
す
。

さ
ら
に
自
山
と共
同
枕
会
と
の相
互

関
係
に運
命
か存
し
、
自
由
の
自
覚

の
向
土
に
託
って
、
運
命
か
ら
の
自

由
が
あ
る
と嚇
る
。
教
授
は
「歴
史

に
お
ける
押
判
の支
配
を
認
め
る
な

ら
、
わ
れ
わ
れは
て
の轍
昧
の
摂
理

に
対
し
て
、
改
打を
赫
も
、
謙
彪
で

なけ
れ
ば
な
ら'、6い」
と
こ
と
は
を

結
ん
て
四十
勾
近
い
講
壇
得
活
を
終

ん
た。

ま
た、
二十
ム日
に
は
同
教
蚕
に
お
い

て
、
「ト
マ
ス
・ソ
ノィ
ナ
ス
と
ア
リ

スト
プレ
ス
〃形
油
上
字
"
」
と
題
す

る
曲出
教
授
の一ガ
,聡魂
濁
が
も
た
れ

た
。
教
授
は
十
三
坦
脚
に
お
け
る
ア
リ

ス
ト
.アレ
ス
と
ツテ
ン
幽
欧
世
界
の
出

八Aい
を
嵐
視
し
、
ト
マ
ス
の
ア
リ
ス
ト

島

(文
)
高

田

(文
)
両

教

授

テ
レ
ス
の
へ
傾
倒
ぶ
り
を
諮
っ
た
。
し

か
し
ト
マ
ト
は
本
質
と
存
在
を
も
っ
と

つ
き
っ
め
彼
な
り
の
新
し
い
形
而
上
学

を
立
て
た
と
す
る
。
さ
ら
に
修
道
僧
と

し
て
の
ト
マ
ス
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

の
偏
狭
な
科
学
観
を
誰
れ
、
広
い範
囲

の
学
問
を
も
含
ん
だ
神
学
を
形
成
レ
だ

と
舗
演
を
終
え
た
。
二
時
間
半
以
上
に

わ
た
る
講
義
は
雲
が
う
っ
す
り
積
った

六
時
半
に
終
っ
た
。

(島
劣
犬
)
明
治
三
十
血
年
楯
井県
生

大
正
十
五
年
京
都
帝
大
文
掌
部
誓
掌

科卒
、
昭
和
三年
、
嘱
谷
大
講
師
、

同十
年
京
都
帝
大
法
学
部
講
師
、
同

十
一年
又掌
部
協調帥
、
同
甲十六
年
助

教
授
、
同
二十
年
文
学
博
士
、
同
二

十
一年
教
授
、
「行
為
の
金
体
的
構

造
」
「道
徳
史
学
」
「倫
理
学
通

論
」
な
ど
の
醤
作
が
あ
る
。

(尚田
三郎
)
明
治
三
十
五
年
大
阪
府

生
、
昭
和
二
年
京
都
帝
大
文
学
部
暫
学

科
挙
、
同
四
年
～
七
年
英
国
オ
ソ
ク
ス

フ
♂ー
ド
汰
、
ド
イ
ツ
へ
留
¥
、
同
八

年
広
島
文
巡
人
講
帥
、
同
十
一年
同
大

助
教
授
、
同
二
十
年
教
授
、
同
二
十
年

京
都
帝
大
文
字
郎
助
教
授
、
同
二
十
虹

年
教
授
二
九
年
よ
り
二
年
間
文
学
部

畏
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「ニ
コ
マ
コ

ス
倫
理
学
」
等
の
翻
訳
、
「ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
の
人
閥
の
足
浅
」
等
の
諭
文
が

あ
る
。

お
、
一月
二
十
九
日
も
同
様反
対行
動

が
行
な
わ
れ
た
。

故

吉

村

教
授

の

追

悼

会

開

催

三
十
　目
午
後
一時
か
ら
法
経
第
7
教

室
に
て
泉
都
大
学
経
済
学
会
主
催
「故

為
村
達
次
先
生
邉
悼
会
」
が
開
か
れ
る

演
題
は
、
同
氏
〃略
歴
及
び
業
績
"
と

題
し
、
京
大
経
済
学
部
池
上
惇
氏
が、

〃故
旨
村
氏
の
学
問
を
ふ
り
か
え
っ
て

〃大
阪
市
立大
経
済
研究
所
林
直
這

氏
"
故告
村
氏
の人
柄
を
偲
ん
で"
京

大
経済
学
都松
井
澗
氏
な
ど
が講
演
を

行
な
つ
。

京
大
卒
業
者
名
簿

愈
よ
創
刊
さ
れ
る

凧都
大
字
新
聞
社
では
昨
春以
来
、

四
回
生
を
中
心
とし
て
社内
に
京
都
大

噺
卒
業
者
名
簿
編
纂
委
員会
を
設
け
、

「暴
大
卒
業
人
名
録」
の作
成
を
急
い

で
い
た
が
、
い
よ
いよ
}月
末
に
発
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
った
。
従
来
京
大
に

お
い
て
は
各
学
部、
各
学
科
毎
の
人
名

録
が
出
さ
れ
て
いた
が
、
京
大
創
立
七

十
周
年
事
業
等
によ
り
大
学
と
卒
業
者

と
の
交流
の
一層
の
活
発
化
が
予
想
さ

れる
折
で
も
あ
り
、
全
学
的
規
模
の
榮

業者
名
簿
の刊
行
が
試
み
ら
れ
た
も
の

てあ
る。
な
お
ζ
の
人
名
録
は
笑
務
的

な
就
職先
別
一覧
の
形
を
と
り
、
会

村、
官
公庁
、
各
種
団
体
の
三
編
か
ら

臨り
、
収録
団
体
数
三千
五
百
、
総
人

名
洩
四万
人
余
り
で
千
二百
ペ
ー
ジ
弱

大
阪
・京
都
府
学
連
が
デ
モ

井 上 光 晴 氏選 者
野 間 宏 氏

◇応募資格 大学、大学院に在学中のもの(学外内
を間わず)未 発表のものに限る

◇枚 数500字 詰原稿用紙30枚以内 、
◇締 切 日 昭和41年3月未日 井 上 氏
◇発 衷 昭和41年5月下旬 本紙上.
◇賞 金 入選(一篇)2万 円 住作5千 円:;
◇送 り先 以都市左京区吉田京大構内、京都大学新'≡ 三

欄社小説係、(原 稿には、住所、氏名、.・ ≡1
大学名、学臥 学年、年令を明記のこと),曜'餐

なお、版橋は本社に属します。原稿はお返ししませ
ん。

京 都 大 学 新 聞 社

 

国
・私
鉄
運
賃
値
上
げ
反
対
で

国
鉄
、
各
仙
妖
は
裏
月
に
か
け
てκ
幅

な
耀
負
絢
⊥
を
決
定
し
、
一部
実わ
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
対
す
る反
対
運

勅
も
大
と
く
盛
69
上
っ
て
いる
。
一尿都

府
学
連
は
二
十
一日
約
訂人
が
バ
ス
ニ

台
で
大
阪
へ
回
い
、
大
阪府
学
連
等
と

六
に
大
阪
駅
コ
ン
コ
ー
ス
にお
い
て
、

「値
上
げ
反
対
」
を
一般乗
客
に
陣び

か
け
同
穂
内
各
所
で
激
し
いデ
モ
を
展

開
し
た
.

大
阪
璽

連
(巾
穴、
関
大
な
ど
)

は
同
目
三時
大
阪
巾
役
所
前
に
匝
り

込
み
、
山
宛
、
巾
バ
ス
運
賓
纏
ナ
げ

反
対
忽
訴え
た
後
、
大
阪
駅
に
向
い

〃牛
歩
"
で
デ
モ
行
進
を
し
た
。
午

後
六
時
旧避潔O墨
入、
H圖†罫
、
立
命

館
な
ど
の泳
都
府
掌
逆
が
こ
れ
に
合

流
、
ウ
ズ
巻
き
デ
弛
で
構
内
に
入
っ

た
。
印
央
コ
ン
コ
ー
ス
に
幽
り
込
ん

だ
約
二
白
人
の
学
生
に
、
大
阪
府
警

機
勤
、
晶躍
綿蝿
羅
猟
、
鉄
道
公
気
機

動
隊
ら
九
白
七
十
人
が
、
ゴ
ボ
ワ
抜

さ
な
と
の
激
し
い
攻
蝦
で
駅
外
へ
追

い
出
し
に
か
か
♪
た
。
こ
の
た
め
人

阪
巾
人
生
な
ど
八
入
が
貝
堪
し
た
。

こ
の
目
の
反
対
デ
七
で
は
、
機
勤
隊
笠

の
激
し
い
〃沮
い
散
ら
し
"
に
あう
艮

に
、
約
四
干
人
の乗
客
の
中
にま
ぎ
れ

込
み
、
シ

ノ
ヒ
コ
ー
ル
や拍
～
せ繰

り
。嵐す
。
〃ゲ
リ
ラ
作
戦
"か
と
りれ

た
。
ま
餐

〃勉上
げ反
対
"の
シ
凶

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
に
一般
各
の相
当
多
娘

が
同
調《
学
牛
に
揮援
ψ望
鰹
っ
た。
な

応

募

規

定

;。認.鱒3
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就
職
先
の
決
ま
った
人
々
(続
き
)

電
気
工
学
科

▽
以
都
産
業人
イ
小
川勲

幸
▽
局知
県
新
開
満

▽福
岡
鏡
紫
」
口回

壁▽
H
本
電
f
国
発

永
井
必

桟
▽
余
民
璽大
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㌢園

▽
鈴
脱
⊥而
導

禍
光
嵐
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▽
大
阪
府
浬
今
呂
勧
校

▽
神
戸巾

校
井
一群

▽
陶
児
島
県

山
出
健
一

山端

f日

 

竹
下
修
二

弘
刃

r
材
人

西
F
三

.別
旧
∴
記

▽
福
序
県

渡
辺
峰
一

'

工
業
化
学
科

▽
神
月巾

石
川
功

▽
鈴
鹿
⊥
蘭
専

大
久
保
武

▽
煙
知
外
富
.紬
杖

佐
藤
謙
山

▽
純
児
勘
県

鮫
島
英
一郎

▽
」買
県

振
木
健
司

▽
硬
知
甲
球商
工

中
谷
沿

▽
3
U
靴
ノリ
ー
ム

中
山
昌
雄

▽
塵
洋
朔
績

発
田
陽
.寸

〉
九
州
堀
工
蘭

冨
尻
思

土
木
工
学
科

▽
杏
川
県

岡
崎
義
泪

卜」
U
也
.r

5
卜
重

▽
斌大
L
争
部
建
築
字
教
述

岡
本
媛

雄
▽
岐
早
県
関
巾

奥
長
国
」

▽
冨
山
県

ハ
山
享
平

V
、
庫
県

木
下
寛
陶

鯵附
申〔叉

▽
神
μ
山

嵯峨
晃
中
川
修

稠

力
谷
憲治

▽
塚
勘
北
川
工
画
佐
藤
猶
治

▽
大
分
県
財
前
順上

▽
岐
帰
-
高
導
島
蘭
磐

▽
長
崎
県
谷
川成
昭

▽
籍
髄
蟻
藤
岡
玄
太
郎

▽
桐
井
県
松
浦
康
朱

▽
典
本
県
村
よ勝
蜜

▽
r(勧
「∴腺
工
向
岡
崎
尽久

野
間

〉
国
メ公
拐
員

伊
膝
彰
膨

V

を
電気

梅
孔名
史
逗

〉
国客
公務
鼠

岡
歴
父

V
、田生
命

"
藤
哲
人

▽
⊥
・
β
・M

四
力
止
之

▽
1
・B
・M

西
野
武
史

▽
目
本
電
気

▽
G
友
生
命

▽
σ
反
電
録

▽
姉
.戸製
鋼

▽
八
幡
製
鉄

▽H
本
月貴

▽川
麹

鉄

▽気
筆
庁

溝
ロ
文
夫

森
田
義
彦

西
本
達
也

堀
口
冨

水
沼
置

湯
浅
稚

渡
辺
修
司

¥
治
豪

▽唯
人
人文
台
教
至

留
野
照
一馬

▽
火
阪工
業
大
助
手

大
橋
征
一

▽
以人
押
字
部
助
千

田
中
良
和

▽
H
本
鉱
某

中
本
孝
治

▽
川
崎
製
鉄

飯
田
嘉
明

▽
繍
化

宇
尚昭
蓮

▽
弟
一製
桑

亀
田
欣
也

▽
刑
化
眺
勝
田
慶
雄

▽
口
底
収
射
尿
向分
子
協
会

大
阪
研
究
所

幸
吾
加
名
.♪

▽
臼
服
群
業

駆
項
囲
男

▽
山
b
パ
ル
プ

単
腺
久
嗣

〉
,団砂
杏料

藤
腺
止
残

〉
東
ル凶

こ
高
楢
夫
(院
)

の
大
冊
と
な
っ
た
。
な
お
本
社
では
今

後
隔
年
毎
に
改
定
続
刊
の
予
矩
で
め

り
、
一部送
料
共
千
円
で退
加
予
約
を

受
付
け
て
い
る
。

黒 板

文
字化
し
得
な
い
、

他
な
ら
ぬ己
れ
の
内
的

宮為
こそ
が
、
白
邑
の

唯
一の
根源
的
聖
活
腺

像
であ
る
く

い
わ
ば

惑
乱
の中
で
命
題
風
に定
言
化
し
衛
た

こと
ζ
ては
、
ま
さ
し
く
自
己
史
の
検

証
と
し
て
存
在
した
こと
で
は
あ
り
、

駈喚
な
外
界
と
尚
接々
触
し
得
る
唯
一

の
接
点
を
凹
凸
のな
い
ノ
ッペ
ソ棒
の

時
空
のい
ず
こに
問
着
し
め
よ
う
と
、

も
は
や
自
己
と
は
何
ら
の
関
係
も
な

い
。
し
か
し
た
ま
さ
か
、
キ
リ
ヰ
リ
と

自
己
の
艮
心を
貢
め
苛
む
衝
動
以
外
に

は
何
の
訪
れ
も
存
在
し
な
い
と
い
う
よ

う
な
臼
明
な
状
況
を
先
取
り
す
る
こ
と

に
、
着
十
の
思
力
的
観
念
的
慰
撞
を
見

出
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
▼
生
へ
の
衝
勤

は
、
己
れ
が
実
存
す
る
偽
り
の
な
い
告

そ
のも
の
への
純
粋
回
帰
て
あ
る
が
故

に
、
時
と
し
て
比
類
な
い
、
め
く
る
め

く
、
名
状
し
簸
い
美
を
創
造
す
る
.
己

れ
の意
識
を
と
り
囲
む
厚
い
外
被
を
射

質
く
、
自
意
誠
の
核
に
内
包
さ
れ
た
無

限
の、
渾
沌
の
工
不
ル
ギ
ー
の
順
出

に
と
のよ
つな
形
態
と
ベ
ク
ト
ル
一叩与

え
・りか
が
問
題
な
の
だ
▼
敷
灘
と
い
ソ

こ
と
ば
に
、
己
れ
が
い
か
な
る
言
詣
笑

体
を
内
包
せ
し
め
よ
う
が
、
他
者
に
と

って
口論
の
機
能
か
ら
汲
み
得
る
最
大

の
.口識
実
体
の
領
域
は
、
他
者
の
包
摂

し
た
生
の
頒
触
と
等
値
の
も
の
で
し
か

な
い
〃憂
膨
β
と
い
う
こ
と
ば
を
媒
介

に
、
己
れ
と
他
者
と
が
互
い
に
、
却

って
よ
け
あ
って
生
ず
る
空
洞
こ
て

を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
▼
安

易
な
肖
己
規
足
や
、
あ
れ
こ
れ
の
恩

想
以
の
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
た
る
を
以
て

自
己
を
糊
塗
し
た
り
す
る
愚
行
も亦
タ

ブ
ー
と
さ
れ
ね
は
な
ら
な
い
。
己
れ
に

内
在
化
せ
し
め
ら
れ
た
生
の
リ
ア
リ
ア

イ
が
飽
和
し
、
外
在
化
す
る
こ
と
に
状

況
の
可
能
牲
の
方
途
を
見
出
す
他
は
な

い
。
▼
と
の
よ
う
に
は
あ
れ
、
状
況
は

あ
り
、
〃憂
膨
"
で
あ
る
と
す
る
な
b

「踏
鎌
鍵
罐
抽難

し
か
の
跡
物
の
"憂
纏
"
な
る
も
の
の

ア
ナ
ロ
ジ
イ
に
触
発
さ
れ
て
状
況
を
判

断
す
る
、
助
平
根
性
丸
出
し
の
、
帰属

感
を
割
破
レ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
▼

恥
し
け
も
な
く
、
自
党
の
市
長
候
補
の

ポ
.Aタ
ー
を
貼
る
こ
と
が
民
コ
統
一戦

嫁
のた
め
の
活
動
だ
と
信
し
て
い
る
ウ

ソ、ソ
バカ
は
豚
に
蹴
ら
れ
て
死
ぬ
が
よ

い
。
▼
生
の
脈
絡
に
お
い
て
、
時
お
り

ω膚
帽
の
増
鞭
や
恩
想
の
辰
開
が
決
疋

醐撫
藷
鱒鱈
雛
観

あ
の
得
な
い
し
、
い
わ
んや
ての
よ
う

な
V
場
を
と
の
よ
う
な
21
出
て
も
,
て

包
払
し
よ
.つと
し
て
も
、
じ
い
ぜ
い
、

携
短
せ
ら
れ
た
冨
壌
.ての
も
の
に
疎
外

さ
れ
、oの
が
お
ち
汝
の
ズ
。
▲
生
へ
の

択
浮
的
問
と
、
不
可
班
的
な
状
況
と
の

問
の
錆
臥
に
お
け
る
往
復
杓
用
想.・ぐ

の
樋
け
た
彼
に
己
れ
の
、1
炉実
休
化
さ

れ
た
こ
と
『知
る
。
〃壁
弾
"
な
う
も

の
の
実
体
セ
梗
訂
し
得
る
こ
と
～
与

.曾

法
学
用
語
辞
典

末川博 監修

見
出
し
語
二
五
〇
〇
、
項
目
四
〇
〇
〇

の
豊
富
な
内
容
を
お
さ
め
、
学
問
的
理

解
に
必
要
と
な
る
新
旧
の
用
語
を
総
集

し
て
平
易
的
確
に
解
説
し
た
。
学
説
、

判
例
を
も
引
用
し
、
ま
た
用
語
間
に
有

機
的
な
関
連
を
も
た
せ
て
、
一
面
読
む

辞
典
と
し
て
も
大
い
に
利
用
て
き
る
。

昭和41年 版
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究
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ご希望の方で未だ済まされてない分は至急お申込み下さい。
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"権
力

"
の
死
滅
は
不
可
能

拷
同
に
た
いす
る
余
の興
味
に
は
三

つ
の
発
想
点
があ
る
。
第
一は
不
定
期

に
余
に
お
そ
つ
て
く
る
不
眠
症
で
あ

る
.
第
三
は不
毛な
労
働
で
あ
る
。
第

三
は
、
余
の
榊
力
論
が、
っね
に
権
力

の
赤
裸
々
な
姿
に
も
と
つ
いて
考
え
ら

れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
実
際の
権
力
の

あ
り
か
た
よ
りも
極
端な
も
のと
し
て

想
定
さ
れ
、
そ
の
最
悪
の
状態
が
権
力

の
本
質
と
し
て
考
察さ
れて
い
る
か
ら

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て拷
間
に
た
い
す

る
余
の
興
味
は
、
攻
撃
的な
も
の
で
は

な
く
、
拷
問
へ
の
趣
好
では
な
く
て
恐

怖
で
あ
り
、
い
か
に拷
問
す
る
か
と
い

う
側
面
よ
り
も
、
い
か
に拷
問
に
耐
え

る
か
の
側
面
に
力
点
が
お
か
れ
て
い

る
。
余
は
権
力
が
恐
怖す
べき
も
ので

あ
り
、
そ
し
て
構
力
を抽
象
的
な
極
端

に
お
い
て
っ
か
ま
え
よ
うと
す
る
習
慣

の
あ
る
自
分
自
身
を
知る
だ
け
に、
か

り
に
余
が
榴
力
を
にぎ
った
と
し
た

ら
、
狭
量
な
独
裁
者
に
変
化
して
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
あ
や
ぶ
む
のだ
.

拷
問
は
妓
術
で
あ
る
。
他
の
いか
な

る
強
圧
の
分
野
に
も
ま
し
て
技
術
であ

る
.
拷
問
が
精
神
の
弁
証
法的
な過
程

を
排
除
し
、
糟
神
の
到
達
地
点
を
イ
エ

ス
か
ノ
ー
か
の
単
純
な
計
り
に
かけ
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
か
ら
で
あ
り、
イ

エス
か
ノ
ー
か
だ
け
を
問
題
にす
る
も

のだ
か
ら
だ
。
よ
う
す
る
に
肉
体
の苦

痛
を
通
し
て
精
神
に
迫
る
方
法
のも
っ

と
も極
端
な
姿
が
拷
問
で
あ
る
。原
理

が
単
純
で
あ
る
だ
け
に
、
解
答も
○
×

式
の
単
純
な
も
の
を
要
求
さ
れ
、精
神

の
領
域
を
単
純
で
狭
量
な
二
者択
一
に

集
約
し
う
る
こ
と
茄前
提
と
し
て、
拷

問
の
技
術
が
な
り
た
つ
の
で
あ
る.
し

た
が
って
拷
問
が
も
っ
と
も威
力を
も

つ
の
は
、
認
め
る
か
認
めな
い
か、
や

った
か
や
ら
な
か
っ
た
か
、
知
って
い

る
か
知
ら
な
い
か
、
と
い
う
よう
に拷

閥
者
と
囚
人
の
対
話
が
も
っ
とも
単
純

な
型
で
帰
着
し
て
い
る
と
きで
あ
る
。

拷
閲
は
技
術
で
あ
る
は
かり
でな

嘩

三
ξ
一ξ

}閲3}ぎ

「ξ

ξ
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拷
問
は
技
術
の
華
で
あ
る

く
、
技
術
の
熱
でさ
え
あ
る
。
原
理
に

お
い
て
勘間
は
技
術
に
帰
着
す
る
だ
け

で
な
く
、拷
問
者
の
変
質
的
な
よ
ろ
こ

び
と
、
主
体的
な
創
意
を
ひ
き
だ
す

し
、
事
実
、拷
問
の
技
術
に
お
い
て
悪

魔
と
天
才
は
同
殿し
て
き
た
。
拷
問
に

お
い
て
人
間
の
異様
な
創
意
と
工
天
が

笑
現
さ
れ
て
き
た
とい
う
一点
だ
け
で

も
、
拷
間
は
技
術
の摯
で
あ
る
。
お
そ

ら
く
そ
の
理
由
は、
社
会
的
不
適
応
者

の
病
的
な
関
心
を
自由
に
解
放
さ
せ
る

実
験
室
が
拷
間
部屋
であ
る
か
ら
だ
.

残
念
な
が
ら
、
余は
犯
罪
者
の
創
意
を

律
分
に
ふ
る
う
には
、
拷
問
の
耳
門
家

に
な
る
よ
り
ほ
か
にな
い
.
と
い
う
こ

と
を
認
め
ぎる
を
えな
い
.

拷
間
の
技
術
は
さ
らに
発
展
す
る
に

ち
が
い
な
い
。
な
ぜな
ら
拷
間
も
ま
た

コ
ム
ニ
ュケ
ー
シ
ョ
ンの
ひ
と
つ
だ
か

ら
だ
。
デ
ィ
ス
ー
コ
ム
ニ
ュケ
ー
シ
ョ

ン
の
幾
重
に
も
閉
ざさ
れ
た
領
域
の
核

に
位
い
す
る
も
の
と
して
、
拷
問
は
さ

ら
に
発
達
す
る
の
で
はな
いか
。
そ
れ

は
、
デ
ィ
ス
ー
コ
ム
ニ
ュケ
ート
の
領

域
を
暴
力
的
に
こ
じ
あけ
る
手
段
を
通

じ
て
、
デ
ィ
ス
ー
コ
ム
ニ
ュケ
ーシ
ョ

ン
の
拡
大
を
も
た
ら
す
の
では
な
い

か
。
こ
の
展
望
を
成
立
さ
せ
る
のは
、

ゲ
シ
ュタ
ポ
の
密
室
で
、
窩
度に
、
合

理
的
に
培
養
さ
れ
た拷
間
の
技
術よ
り

も
、
む
し
ろ
日
本
人
の
綿
み
だ
した
転

向
の
技
術
で
あ
る
。

そ
の
萌
芽
は
、
す
で
に
転
びバ
テレ

ン
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
戦
中
の転
向

の
技
術
が
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る。
し

か
し
、
拷
問
の
新
し
い
原
理
が恐
ろ
し

い
威
力
を
ふ
る
う
た
め
に
は、
糧
力
が

さ
ら
に
巨
大
化
す
る
こ
と
が
必要
であ

った
。
新
し
い
拷
問
の
標
式は
、
萌
芽

的
な
が
ら
つ
ぎ
の
三
っ
に
あ
らわ
れ
て

い
る
。
第
一は
、
殉
教
者
を
英
雄
にし

な
い
こ
と
、
第
二
は
拷
問
を
通
じて
内

心
の
自
由
を
奪
い
、
権
力
に
帰
順さ
せ

る
こ
と
。
そ
し
て
「洗
脳
」
がそ
の第

三の
形
態
か
も
知
れ
ぬ
。
第
一の
纈式

qと
第
二
の榎
式
は
、
反
橋
力
の
尖
兵
を

梱
力
の
尖兵
にく
み
か
え
る
と
い
う
ル

ー
ト
で
み
たさ
れ
て
き
た
。
レ
オ
ン
・

パ
ジ
ェ
ソト
の
「日
本
切
支
丹
宗
門

史
」は
、さ
ま
ざ
ま
な
拷
問
テ
ク
ニ
ッ

ク
の
集
成
と
いう
こ
と
と
な
ら
ん
で
、

背
教
者
ク
リ
ス
トフ
・フ
ェレ
イ
ラ

が
、
反
抗キ
リ
スト
教
徒
の
原
理
と
行

動
を
い
か
に
たく
み
に
武
家
権
力
の
道

具
に換
骨
奪胎
し
た
か
と
い
う
、
ユ
ダ

の
記
述
に
よ
って
、
一種
の凄
ま
じ
さ

を
も
っ
て
いる
。
フ
ェレ
イ
ラ
の
方
法

は
悪
厩
学
の
方
法
であ
る
が
、
殉
教
者

を
畜
生
に
艇
しめ
、
転
向
者
を
樒
力
の

ラ
ジ
カ
ル
な
尖兵
にし
た
て
あ
げ
る
た

め
の
樒
力
の
条件
は
、
こと
入
間
が
思

想
を
言
巣
か
文
字
で表
現
し
、
行
動
す

る
と
い
う
顕
在
的な
領
斌
が
、
マス
・

コ
ム
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョン
によ
って
刻
々

と
把
握
で
き
る
ま
で
に
時
代
が
「進

化
」
し
た
の
ち
に
、は
じ
め
て
可
能
に

な
る
の
で
あ
る
。

ミ

ロ三
ξ
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過
去が
"懐
し
さ
"
の
ヴ
ェー
ル
に
お
お

わ
れる
こ
と
な
く

む
し
ろ
こ
ち
ら
か
ら
押

し
入る
よ
う
に
し
℃
そ
れ
と
の
関
係
を
迫る

と
いう
形
で
把
え
ら
れ
る
時
、
同
じ
退
嬰
の

姿
では
あ
って
も
何
と
か
賛
意
を
表
し
て
お

き
た
い気
持
に
な
る
も
の
だ
。
曖
昧
で
畿
偽

に
満
ち
た
弁明
が
付
き
ま
と
う
に
せ
よ
、
僕

た
ち
の
関係
へ
の
武器
の
蔵
は
、
そ
う
し
た

過
去
へ
の侵
入

の
過程
て
のも

の
であ
る
。

「蔵の
構
造
を

一般
公
開
せ

よ
」
と
い
わ
れ

て
「構
造
ぐ
ら

いは
ね
」
と
い

っ
て親
し
げ
に

聯灘

応
え
て
く
れ
る
作
家
は
多
い
が
、
フ
ェリ
ー

二は
も
う
一歩
先
の
所
ま
で
サ
ー
ビ
ス
し
て

し
ま
った
感
じ
で
あ
る
。

グ
イ
ド
と
い
う
映
園
搬
督
が
、
映
圃
製
作

に
入
る
前
に
身
体
の
方
に
も
支
距
を
来
た
し

て
心
身
両
面
の
デ
ソ
ド
ロ
ソ
ク
状
態
にあ
る

の
を
、
そ
の
ま
ま
ビ
ン
セ
ソ
ト
で
っま
み、

押
し
ピ
ン
で
壁
に
止
め
た
の
が
こ
の映
困で

拷
問
の
拉
術
は
さ
ら
にヂ
ィ
ス
ー
コ

ム
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の領
域
の制
圧
に

向
っ
て
進
む
だ
ろ
う
。余
は
ふ
た
た
び

拷
閻
が
、
技
術
的
に
処
理
し
うる
単
純

な
も
の
で
あ
り
、
イ
エ
ス
かノ
巴か
の

単
純
な
択
一に
はじ
ま
る
こと
に注
意

を
う
な
が
し
た
い
と
思
う。
そ
れは
、

精
神
に
お
け
る
弁
証法
的な
過
程
は
こ

れ
を
排
除
し
う
る
と
い
う前
提
にも
と

ず
い
て
い
る
。
拷
問
は
、精
神と
肉
体

に
ひ
と
し
な
み
に
あ
た
え
ら
れる
苦
痛

と
不
毛
に
お
い
て
、
霊
肉
二
元論
を
、

そ
の
最
下
限
で
一元
化
する
も
の
だ
.

そ
も
そ
も
霊
肉
二
元
論
には
拷
問
の
技

術
は
成
立
し
な
い
の
であ
る
。
し
た
が

っ
て
、
精
神
の
複
雑
な
形成
過
程
や
思

考
過
程
の
流
れ
そ
のも
の
には
ー
テ
ン

ポ
を
み
だ
し
た
り
は
で
きる
とし
て
も

1
作
用
し
え
な
か
っ
た
の
であ
る
。

し
か
し
わ
れ
り
れは
拷
問の
技
術
の

発
展
が
思
考
過
程
ま
で左
右す
る
巧
み

さ
を
も
ち
、
拷
問
に
よ
る
思
想の
強制

的
謡

だ
け
で
ミ

窩

に
よ
る
濡
皇

刷の医
学
が
導
入
さ
段

る

「思
想
形
成
」
に
い
た
る
だ
ろ
う
時
代
・

の
到
来
を
予
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

そ
こ
に
お
け
る
デ
ィ
ス
ー
コ
ム
ニ
ュ
ケ

ーシ
ョン
の
発
展
は
、
お
奪

思
想
お

よ
び慧
志
の
素
材
を
そ
の
ま
ま
に
倣
慷

体系
をく
み
か
え
る
こ
と
、
な
ら
び
に

内
心
の自
由
の余
地
が
奪
わ
れ
る
こ
と

の
ふ
た
っ
とし
て
あ
ら
わ
れ
る
だ
ろ

う
。
よ
う
す
るに
機
力
は
個
人
の
発
想

地
点
ま
で
左
右
す
る
にた
る
洞
察
力
を

も
っ
の
で
あ
る
。
内
心
の自
由
の剥
奪

に
っ
い
て
は
、
私
信
お
よ
び
個人
の日

記
の
検
閲
、
密
偵
網
を
駆
使
し
た噂
話

の
収
集
、
そ
し
て
反
ナ
チ
的
思
想
をも

っ
に
い
た
る
だ
ろ
う
と考
え
ら
れる
個

人
の
予
防
拘
禁
な
ど
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

も
って
、
反
ナ
チ
ス
の
思
想
を
行
動
に

う
つ
す
こ
と
に
よ
っ
て
で
はな
く
、
反

ナ
チ
ス
的
思
想
を
い
だ
く
こ
と自
体
が

「犯
罪
」
で
あ
る
と
し
て
、
ヒ
ム
ラ
ー

の
組
織
は
実
行
し
て
き
た
。
内
心
の自

由
、
心
に
思
想
を
い
だ
く
こ
と
の自

由
、
心
に
イ
メ
ー
ジ
を
描
く
こ
と
の
自

由
、
現
状
を
愚
し
き
も
の
と
感
覚
する

こ
と
の
自
由
、
と
い
う
伺
人
の
発
想
地

点
が
椎
力
に
よ
って
技
術
的
に
制
圧
さ

れ
て
し
ま
った
と
す
る
な
ら
、
次
は
椎

力
への
恭
順
が
、
権
力
に
む
か
っ
て
積

極
的
に
身
を
亮
る
こ
と
が
残
さ
れ
て
い

る
だ
け
な
の
だ
。
お
そ
ら
く
そ
の
次
は

啓
蒙
と
し
て
の
拷
問
と
い
う
概
念
、
そ

の
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
時
代
が
くる

だ
ろ
う
が
、
そ
こ
で
は
拷
間
が
お
わ
り

を
告
げ
て
い
る
だ
ろ
う
に
し
ても
、
し

か
し
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
救
い
の
な
い
展

望
を
待
っ
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
苦
痛

と
恐
怖
の
な
い
拷
問
を
考
乳
る
わ
け
に

は
ゆ
か
ぬ
の
で
あ
る
。

す
で
に
拷
問
は
科
学
に
な
って
い
る

か
も
し
れ
ぬ
。
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
技

あ
る
。

精
神
の
鼓
弱
の
中
で過
去
の洪
水
に
身
を

ま
か
す
。
ち
ょ
う
ど
手
術
の最
中
に
局
部
を

愛
撫
す
る
に
似
た
感
触
を
供な
う
。
フ
ェテ

シ
ソク
な
自
虐
の
手
っ
き
。彼
にか
か
わ
り

を
も
った
多
く
の
人
々
が
彼を
にぎ
やか
に

取
り
ま
き
、
彼
を
中
心
に
回
り
、彼
を
讃
え

非
難
し
、
し
か
し
な
お
か
っ
手
を
握
った
ま

ま
彼
を
離
さ
な
い
。
「人
生
は
フ
ィ
エ
ス
タ

テ
ーヌ
」
に
は
、
女
画
衣
ク
レ
ア
の
言
薬
が

出て
いる
。
「愚
か
な
絶
対
主
義
的
求
道
者

が
陥
ち
いる
〃謙
虚
4
と
い
う
罠
」
〉
し
か

し
、
同じ
謙
虚
と
い
う
行
為
の
状
態
を
言
う

時
、
「私
」を
オ
ト
シ
メ
ブい
る
あ
の
一様

な
水
彩
圃だ
け
を
想
起
す
る
の
は
傲
慢
で
あ

ろ
う
。
こ
の映
画
に照
し
て
い
う
な
ら
、
あ

の
強
大
な
権
威
・カソ
リ
ソク
に
対
し
て
、

全
く
同
次
元
て
神
椎
を
⊥
恨し
た
い
の
が
作

ー
カ
ス
の
プ
フ
ス
バ
ン
ド
の援
護
があ
っ
た

に
せ
よ
、
蘇
生
の
ピ
リ
オ
ド
が
あ
っ
て
はな

ら
な
い
の
て
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
が
残

る
。
自
分
の
ま
わ
り
の
女
達
を
一堂
に
会
し

て
闘
牛
師
よ
ろ
し
く
鞭
を
ふ
る
って
も
、
そ

れ
は
全
く
同
次
んで
足
首
に
綱
を
か
け
ら
れ

中
空
に
雌さ
吊
り
さ
れ
る
の
が
等
置
さ
れ
る

だ
け
て
よ
い
の
てこ
こ
に
は
お
そ
ら
く
ど
の

よ
つ
な
伽
値
感も
尊
人
さ
れ
る
べ
き
て
は
な

い
の
で
は
な
い
か

過
去

へ
押
し

入
る
"退
嬰

"

自

己

の

逆

さ

吊

だ
」
。
ー
こ
う
し
て
、相
手
に
識ら
せ
る
だ

け
諭
ら
せ
、
様
々
な
患
部
に探
り
を入
れ
ら

れ
た
後
に
蘇
生
が
衛
ら
れる
、
と
いう
仕
組

で
ある
。
従
って
こ
れ
は
、
あ
の
「甘
い生

活
」
の
ラ
ス
ト
の
巨
き
な
凝
視
に対
す
る
一

つ
の
解
答
で
あ
る
には
違
いな
い。
蘇
崖
と

い
う
解
答ほ
よ
か
った
のだ
ろ
う
か
?

同
顧
を
する
時、
人
は
誰
で
も
謙
虚
に
な

る
。
(
ロ
ーン
ン
ス
・グ
レ
ル
の
「ジ
」ス

春
の
典
意
で
あ
り、
彼
は、
例
え
ば
彼
好
み

の
大
女
・サ
ラ
干
ー
ナ
が踊
る
腰
っき
と
シ

ョ
ー
ト
す
る
場
に
謙
虚
てあ
る
こと
て
「俺

は
神
で
あ
る
」
と
言
い
た
い
のて
あ
って
、

絶
対
主
義
的
求
颯者
とは
異
な
った
次
兀に

あ
る
d
れ
の蔵
を見
せ
て
く
れ
た
だ
け
て
あ

る
。
そ
れ
にし
て
も
そ
れ
に
し
て
も
:
。

し
かし
、
あ
の
「甘
い
生
活
」
の
延
長

に
、
仮
令
「遭
」
の情
感
のシ
ン
ボ
ル
・サ

り

女
の
肌
伝
い
の
コ

ミ
,二
一ケ
イ
シ
ョ

ン
に
腰
を
す
え
る

彼
方
に
は
、
里

な
蘇
生
の
鰻
慨
か

ら
は
程
逮
い
「自

己
の
埋
さ
吊
り
」
炉
再
び登
場
す
る
は
ず
で

あ
っ
て
、サ
ーカ
ス
のブ
ンス
バ
ン
ド
は
即

そ
の
踏
み
台
で
あり
・
と
い
う
回
廊
を
予

見
し
得
る
だ
け
とな
って
も
よ
い
の
て
は
な

い
か
「人
外は
フ
ィ
エ
スタ
ーだ
」
と
い
う

言
い
方
は
目己
の神
椿
を
他
者
に
売
り
歩
く

た
め
の
コピ
ーで
あ
る
と
同
時
に
、
関
係
の

モ
フ
ル
を
導き
出
す
目己
奴
機
の
纏
語
で
も

あ
る
だ
.つ
つ。
〈オ
V

・.
三
ミ

ξ

三
・三
.三
噂三
三
三
.ξ
ξ

ξ
三
騨・曽三
三
三
三
三
三
=
・・三
ξ
ξ

三
訂
【三
三

曽,三
ξ
三
一三
三
三
ξ

三
=
一=
三
三
三

三

一三
三
三
三
三
三
'甲三

三̀
三

三

囎≡
ξ

・三

三
二"=
三

噸三
三
三
…
騨=ξ

三
三

ξ
「ξ
ξ

三
三
三

一三

三
三

那 1曜!餌,町,lllrOlll8,1■「ll,li`5瞠「lirl「陵1庁llllll塵11`rllll1畦ll「!睡111r葺1匡1匡1町ll星昨}1山rl「il「η邑15rrl隔IIIIIlllllhll31111■8巳111rllli闘1「llll8匪1`1■:ll凸gl鮪1

だ
ろ
うと
は
、
大
いに
あ
り
そ
う
な
こ

と
で
ある
。
行
動
心
理
学
、
マス
・コ

ミ
理
論、
人
間
機械
諭
等
の
学
脱
を
利

用
し
て
ー

こと
わ
って
お
く
が
、
余

は
「利
用
して
↑
と
いう
点
を
強
調
し

て
い
る
の
で
あ
り、
利
用
さ
れ
た
理
論

を
直
按
に
非
難
す
る
も
の
で
は
な
い

ー

さ
ま
ざ
ま
と
刺激
に対
す
る
反
応

の
類
型
を
分
疑
し
て
おく
こ
とも
で
き

る
だ
る
つ
。

す
で
に
第
二
次
大
戦
に
おけ
る
ス
コ

ポ
フミ
ン
の
登
場
と
と
も
に
、拷
問者

と
囚
人
の
格
闘
は
、
無
意
識
や
潜在
意

識
の
領
域
に
移
り
、
潜
在
意
識
の
領域

で
掬
間
に
耐
え
ね
ば
な
ら
ぬ
時
代
の
、

近
い
将
米
に
お
け
る
到
釆
を
わ
れ
わ
れ

は
予
測
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
は
、

霊
肉
二
元
論
を
、
脳
髄
も
ま
だ
肉
体
で

あ
る
と
い
つ誕
礎
の
上
に
高
度
の
技
術

的
処
理
に
よ
って
一元
化
で
き
る
大
脳

生
理
字
の
知
識
が
導
入
さ
れ
て
い
る
に

ち
が
い
な
い
。

以
上
が
、
椎
力
に
よ
る
拷
問
利
用
に

関
す
る
、
総
括
の
大
略
と
あ
り
う
へき

展
望
の素
描
で
あ
る
。
拷
問
を
権
力
の

技
術と
理
解
す
る
か
ぎ
り
、
そ
の
発
展

の
擾を
、
絶
対
に
政
治
的
に
利
用
す
る

こ
とは
不
可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
る
サ

ド
氏
の見
通
レ
ま
で
が
、
可
能
性
の
範

囲
と
足め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

攻
撃
の形
態
に
応
じ
て
防
禦
の
形
態

が
つま
れ
る
。
余
は
拷
問
を
う
け
た
こ

とは
な
い
。
肉
体
の
痛
苦
を
週し
て
余

の糟
仲が
ま
い
って
し
ま
った
こ
と
は

な
い。
つる
レ
あ
げ
程
度
の
も
の
に
対

し
ては
、
厚
顔
に
自
待
を
捨
て
ぬ
意
志

の
力を
だ
れ
し
も
も
って
い
る
は
ず

た
。余
は
、
自
分
の
理
論
の
崩
壊
や
行

動
綱
鎖
の
裏切
り
を
何
度
も
経
験
し
た

が
、
叫こ
れは
精
禅の
自
壊
で
あ
り
、
精

袖
の
目
壊
と
いう
危
機
に
し
て
も
、
本

能
の
力
が
、す
べて
理
性
的
指
針
が
壊

滅
し
さ
っ
た
の
ち
に
輿の
力
を
発
挫
す

る
本
能
の
力
が
、危
険を
突
破
さ
せ
る

の
て
あ
っ
た
。
だ
から
、
拷
問
に
関
す

る
考
架
は
余
に
あ
っ
て、
余
自
身
の
さ

さ
や
か
な
経
験
か
ら
類似
さ
れる
よ
り

な
い
の
で
あ
る
。

余
が
過
剰
な
幻
想
に
苦し
め
ら
れ
る

の
は
眠
り
に
お
ち
る
前
で
あり
、
余
が

不
毛
の
h
続
に
耐
え
る
のは
食
う
た
め

に
労
働
す
る
と
き
で
ある
。そ
し
て
余

は
、
拷
問
に
耐
え
る
た
め顎
は
、
精
神

の
不
毛
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

ある
と
い
う
碓
信
を
、
こ
こ
か
ら
発想

す
る
の
た
。
余
は
思
う
と
ころ
あ
っ

て
、
な
る
へく
仕
事
を
寛
え
な
い
よう

に
っ
と
め
て
み
た
。
同
僚
た
ち
と
おな

し
爪見
を
も
ち
、
お
な
じ
不
満
を
も
つ

よ
つ
フと
め
て
み
た
。
余
に
は
}種
の

μ
摺
移
入
狂
が
あ
り
、
相
手
の
感
情
に

同
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
る
の

だ
。
ての
結
果
、
あ
る
程
度
、
不
満
と

「疎
外
」
と
呼
ぴ
な
ら
わ
さ
れ
て
い
る

も
の
の実
体
を
把
握
て
き
た
と
おも
つ

し
、
七
し
て
、
頭
痛
労
働
に
も
筋
肉
労

鋤
に
も
てれ
ゼ
れ
の
リ
ズ
ム
が
あ
り
、

リ
スム
超の
み
こ
め
か
け
て
い
る
と
き

は
楽
し
く
、
リ
ズ
ム
を
体
得
し
て
し
ま

った
と
き
か
ら
単
調
さ
が
謝
え
が
た
く

な
る
と
いう
こ
と
か
わ
か
った
の
で
あ

る。
こ
つし
て
余
は
自
分
に
そ
ぐ
わ
な

い、
肖
痛な
杁
態
に
お
か
れ
た
と
き
に

は、
粕
桿
の
小
兆を
持
続
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
耐
流る
こと
が
で
き
る
と
碓

』
し
た
の
であ
る
。
し
か
し
こ
の
問
題

は
個
人
的
なボ
ケ
ノト
に
し
ま
って
お

こ
っ
。
一般
的命
題を
た
て
る
や
い
な

や
、
余
は
問
題
を技
術
的
に
片
付
け
よ

つ
と
考
一ブ
す
に
ち
が
い
な
い
か
ら

九
。精

神
の
廻
剰
さ
をも
って
拷
問
に
耐

r㌦
る
こ
と
は
不
可能
だ
ろ
う
。
拷
問
が

精
神
の
罪
証
法
的な
過程
を
排
除
し
、

イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
の
単純
な
択
一命
題

に
不
毛
化
さ
せ
て
突
くも
の
てあ
る
か

ら
、
栢
神
の
ふく
ら
み
を
も
って
苅
抗

で
さ
る
と
考
汎
る
の
は
とん
でも
な
い

}評
よ
り
.」あ
る
。
拷
問
は
、
精
神
り
か

らんぶ 乙く嫌
スープ、ブイツシュ、アン ト

ル、野菜サラダ、デザρ ト、

ペンそしてコーヒー
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く
ら
む
力
を
訪惑
の技
術
と
し
て
利
用

す
る
の
で
はな
いだ
ろ
う
か
。
た
と
え

は
、
美
食
、穏
和
な
家
庭
生
活
、
娯
楽

の
機
会
な
ど
、ブ
ルジ
ョワ
自
由
事
義
一

の
市
民
生
活
へ
の回
帰
を
、
つま
り
幻
}一

想
王
の
社
会生
活
と
の接
触
を
も
って

誘
惑
す
る
の
では
な
いか
。
わ
れ
わ
れ

は
拷
問
家
を
知ら
な
いが
、
こ
の
こ
と

は
刑
事
の
とり
しら
べか
ら
も
推
察
で

き
る
の
で
ある
。
か
よ
う
に
推
察
で
き

る
理
由
は
、ま
た拷
問
家
の
笑
存
の
な

か
に
も
あ
る
。権
力は
民
衆
を
服
従
さ

せ
よ
う
と
する
よ
り
も強
く

擢
力
の

人
端
を
服
従さ
せて
いる
か
ら
で
あ

る
。
規
律
と低
賞金
と
市
民
社
会
への

慨
憬
が
、
拷間
家を
歪
ん
だ
反
社
会
性

に
っ
な
ぎ
と
め、
囚人
への
誘
惑
は
、

拷
問
家
自
身
の
誘惑
か
ら
不
断
に
と
り

だ
さ
れ
る
だ
る
つ
から
だ
。

こ
こ
に
は拷
間家
と
囚人
の、
衝
動

の
相
乗
的
昇
華
さ
え見
ら
れる
か
も
し

れ
ぬ
。
お
そ
ら
く
こ
の
故
に、
権
力
が

技
術
』
な
り
き
る
こ
と
が
で
きな
いで

い
る
。
機
力
が
技
術
と
な
り
、「科
学
」

に
な
る
た
め
に
は
、
拷
問
の
分
野
に
お

い
て
も
、
拷
問
家
が
変
質
す
る
こ
と
が

必
喚
た
う
つ。

不
毛
の
持
続
が
必
嬰
な
理
由
は
、
よ

た
、
精
神
の
過
剰
が
糟
神
の
自
壊
を
虚

む
と
い
う
経
験
か
ら
も
証
明
さ
れ
る
。

肉
体
の
苦
痛
を
避
し
て
精
神
に
迫
る
方

法
は
、
芭
痛
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
幻
想
を

惹
起
す
る
と
い
う
回
路
を
通
し
て
コ
ム

ニ
」ケ
ー
ト
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
く

拷
問
に
耐
え
た
も
の
は
よ
く
不
死
に
耐

え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
宗
教
的
救
済
あ

る
い
は
受
難
の
甘
受
、
あ
る
い
は
反
馨

の糸
日を
待
っ
こ
と
あ
る
い
は
脱
出
の

チ
ャン
ス
を
つか
が
う
こ
と
は
、
ての

一点
のみ
に
全
精
力
を
集
甲
さ
せ
て
、

誘
感
され
る
こ
と
を
ふ
せ
ぐ
方
法
て
は

な
か
った
か
。
落
下
傘
兵
の
拷
問
に
よ

く
耐
え
たア
ン
リ
・ア
レ
ノグ
に
し
て

も、
体
験
を
超
述
せ
ね
ば
お
小ぬ
と
い

つ
一点を
見
出
せ
た
か
ら
て
は
な
か
っ

た
か
。

拷問
の
フ
ィジ
カ
ル
な
側
面
、
物
質

的
十
艮
と
甑学
的
パ
タ
ー
ン
の
対
応
や

任
急
の
拷
問の
員
体
的
分
析
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
こ
宅
矢用
的
な
問
題
℃あ
り

虫
命
技
士
の興
味を
か
き
た
て
る
に
ち

が
い
な
く
、機
会
を
と
ら
え
て
論
及
し

た
い
と
余
は
考
え
て
いる
が
、
椿
力
を

も
っ
て
し
ても
訂
算
し
え
ない
地
域
か

人
の
心
に
は
あ
り、
最後
にと
と
め
を

さ
さ
れ
る
の
は
心
理
過程
であ
る
た
め

に
、
ま
ず
心
理
的
誘
導
のパ
タ
ーン
か

ら
は
し
め
た
。
計
琶
し
え
な
い領
域
が

あ
る
た
め
に
、
観
々
の
昔
痛
や
偶
々
の

甘
凸の
む
こ
う
に
あ
る
恐
柿す
へき
も

の
は
、
依
然
と
し
て
国
蟹
で
あ
る
。
側

人
を
内間
す
る
穫
利
を
も
っ
た
国
家
椎

力
が
恐
怖
の
核
な
の
で
あ
る
。
森
の
な

か
て
強
誰
に
殺
さ
れ
る
の
は
ま
だ
恐
ろ

を

は
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も国
家
に

よ
る
殺
人
、
っ
ま
り
死
刑
は
、
逃
れ
る

願望
の
朱
地
が
空
想
の
な
か
で
も
ゆ
る

さ
れ
ぬ
こ
と
に
よ
って
な
に
よ
り
も
恐

ろ
し
い
、
と
し
た
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
覆

の
属
繋ほ
ど
、
国
家
椎
力
の
本
質
の
洞

察
とし
て
凄
ま
じ
い
も
の
は
な
い
の
で

あ
・勾。

余
は
ま
だ
拷
問
に
対
し
て
い
か
に
な

す
べき
か
と
い
う
具
体
的
方
策
を
謡
れ

ず
に
い
る
。
訓
練
に
よ
っ
て
拷
問
に
耐

昏
Oこ
と
は
可
能
か
、
と
い
う
間は
、

は
拷
問
に
耐
え
る
訓
練
は
必
要
で
あ
る

か
、
そ
れ
は
現
代
の
情
況
的
な
課
題
で

あ
る
か
、
と
い
う
反
語
を
う
む
だ
け
だ

ろ
・2
わ
れ
わ
れ
は
、
テ
ロ
と
い
ろ概

念
の
な
か
に
未
分
化
に
混
在
し
て
い
る

拷
問
を
、
革
砧
の
暴
力
か
ら
き
り
は
な

す
理
論
的
課
題
に
こ
た
え
ら
れ
る
だ
け

で
あ
ろ
う
。

お
てら
く
宗
の
展
畷
は
、
現
在
の
ブ

ル
ヂ
ョワ
民
主
主
義
の
支
配
形
態
か
ら

逸
脱
し
て
い
る
と
思
う
。
純
刑
事
的
見

地
か
b言
え
は
、
科
学
捜
査
の
発
展
と

と
も
に
、
拷
問
は
過
去
の
も
の
と
な
っ

た
。
し
か
し
支
配
極
力
の
存
在
自
体
が

民
撮に
敵
対
し
、
個
人
を
犯
す
も
の
で

あ
勾以
上
、
人
格
の
破
壊
の
た
め
に
は

も
っと
も
有
効
な
拷
問
手
段
が
姿
を
消

す
こと
は
な
い
。
ブ
ル
ヂ
ョワ
民
・⊥
⊥

義
のな
か
で
も
、
情
況
的
な
要
囚
と
と

も
に、
偽
問
の
再
覚
遡
は
可
能
で
あ

.勾。
せ
し
て
、
ブ
ル
ヂ
ョワ
胸
所
有
の

友
現は
、
購
会王
義
か
ら
フ
!
シ
ズ
ム

ま
て
の
幅
をも
って
お
り
、
フ
ァ
シ
ズ

ム
は
、よ
り
組
織
的
、
合
理
的
に
拷
問

を
刈
用す
る
にす
ぎ
な
い
。

わ
れわ
れ
の知
って
い
る
最
高
の
柏

力
は
国
累
であ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
は

た
し
て
稚
力
の
頂上
か
。
棒
力
は
よ
り

深
ま
る
の
では
な
い
か
。
解
力
に
た
い

す
る
形
剛
上
的考
察な
し
に
も
、
わ
れ

わ
れ
は
現
在
の権
力
が
最
高
の
梶
力
σ

あ
り
、
発
展
の
頂を
き
わ
め
た
も
の
た

と
』
い
い
えな
い。
杵
力
も
料
学
も
、

よ
九
あ
よ
り
に
も無
管で
あ
り
、
や
っ

と
よ
ちよ
ち
歩
き
は
し
め
た
に
す
き

ぬ
。
権
力
が
ま
だ
深ま
る
と
し
た
りヒ

れ
こ
も
な
お
か
つ
魯力
は
死
激
す
る

か
。
国
家
は
死
凋
逼る
か。
そ
の
黒に

り
い
て
無
政
肘
i
義は
あ
ま
り
に
楽
人

家
す
ざ
る
。
ボ
ル
ン
ェヴ
イ
ズ
ム
の見

通
し
に
し
て
も
甘
すぎ
た
。
余
は
仏
統

響

設

駁

綴

舗

鎚

の
謹

は
・
デ
・
ス
ー
コ
ム
ニ
ュ
物

ー
シ
ジ
の
擬

に
梧
力
が
降り
た
1

可
能
性
が
あ
る
と
ぢ
え
て
いる
。
た
し

か
に
、
こ
の
展
里
は
プ
ル
ヂ
ョワ
民
」

-
義
の
胎
内
で
'つま
れ
る
がそ
こ
で、

完
脳
す
る
こ
と
ほ
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
、
国
家
は
死
滅
す
る
こ
と
は
あ

る
と
し
て
も
、
権
力
は
死
滅
せ
ず
、
現

在
のブ
ル
ヂ
ョワ
罹
力
よ
り
嘱
力
な
籾

力
の登
場
を
地
平
線
に
眺
望
す
る
こ
と

な
し
に
は
、
あ
る
恵
昧
で
は
そ
れ
に
加

担す
る
こ
と
な
し
に
は
、
現
在
う
ま
れ

つ
つあ
る
方
向
を
よ
り
擁
く
飛
ば
す
こ

と
が
不可
能
で
あ
る
。
余
の
恵
見
は
い

た
ずら
に
貌在
の
文
配
椎
力
を
利
す
る

も
の
だ
け
の
も
ので
あ
ろ
う
か
。
(評

鎗
家
)

錯
乱
の
時

代
へ
の
ア

ブ

ロ
ー

チ

の
た
め
に

社聞新学大都
よ
尽

 

本
社
で
は
第
七
回
懸
賞
小
説
募
集
を
行
い
ま

す
。
既
成
の
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
視

角
か
ら
こ
の
錯
乱
の
規
代
に
ア
ブ
ロ
ー
チ
す
る

新
人
を
登
揚
さ
ゼ
る
と
い
う
の
が
こ
の
企
画
の

意
図
で
す
。
今
は
「
文
学
」
氾
濫
の
時
代
づ
あ

り
、
ま
た
沈
滞
の
時
代
で
も
め
り
ま
す
。
そ
れ

だ
け
に
一
層
、
新
鮮
な
文
学
が
要
求
さ
れ
て
い

ま
す
。

過
去
六
回
の
募
集
に
は
、
全
国
大
学
譜
兄
姉

か
ら
多
数
の
こ
応

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

前
回
は
入
選
作
な
し
と
い
う
低
調
さ
で
し
た
。

今
回
は
昨
年
同
様
、
井
上
光
晴
、
野
周
宏
両
氏

に
選
者
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
o

讃
兄
姉
の
力
作
を
甥
待
し
ま
す
Q

ヨ
ヨ
ロま

㎜断脚脚噸㎜●

署

◇
応
募
贅
格

◇
枚

数

◇
翻

切

日

定規募応

◇
発

◇
賞

表金

◇
送

リ
先

榊川　榊榊輔

大
学
、
大
学
院
に
在

学
中
の
も
の
(学
外

内
を
同
わ
ず
)
未
発

表
の
も
の
に
限
る

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用

紙
三
〇
枚
以
内

昭
和
四
十
一
年
三
月

末
日

昭
和
四
十
一
年
五
月

下
旬

本
紙
上

入
選
(
一
篇
)
三
万
円

佳
作

五
千
円

京
都
市
左
京
区
吉
田

京
大
構
内
、
京
都
大

学
新
囲
社
小
説
係
、

(原
稿
に
は
、
佳
所

氏
名
、
大
学
名
、
学

部
、
学
年
、
年
令
を

明
記
の
こ
と
)

な
お
、
版
権
は
本
社
に
属
し
ま
す
。

原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。
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井

上
光

　㎞

選
者

野

間

井 上 氏

宏 晴
氏 氏野 聞氏

整
髪

の
お
仕
上
げ

に
は
丹

頂

チ

ッ
ク

遺量ふりかけで、3σ秒聞マ,サ ージー一ぼどよい

ネバリが出たところで℃そのままクシをお当てく
ださいoサ ッパリ、ソフトなヘァスタイルができ
あがります。独特のメントール効果の爽やかさと

ダンディーな香り、すべて丹頂ヘヤードレッサー
ならではの持ち昧です。水溶性ですから洗髪も容
易、丹頂ヘヤードレッサーはベストを求める人の
ために調合された、当ったく新しいタイプの液体

整髪料です。1400a300周

〈30秒
整髪1

酬
晶
　

拓頂掬疏会社

ハガキ鶴住所嚇氏名を書いτ噺お申込み下さい●
「ポゲイピル35日党成」教嘗 と'る一鴫ル用晶カタ目グ

特別割引券をお送りい鶴しまず●

全馴「名民一 あり重すb●分鶴払いもあり2す●

1

NE
日本ボデヤピル指導協会
凍 京都 白策区北上野2丁 目29→ 第
(賂称NE協 会》TεL《841)47鵠1.

なにごとも 体力だ!
学生時代をスタ ミナ作戦 で勝ち とろう

閥Eバ ーベルでポデイピルを備鵬

現在各大学ではNEバ ーペル蝉 生の体力づ《り
に活躍しています.聾 日わずかな時聞であなたの
気力と健康はメキメキよくなります.
「ポデイビル35日亮成」

からだの科学的創造と鍛練への解説書として医学
的にも完壁な入門書でず.本 書の指導により一神
経衰弱を克服し亀武欲旺盛となり体亘や胸囲の増
加隠おどろウ丸ることでし&う6
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